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北海道算数数学教育会

小学校部会発行

確かな学力を育てる算数学習の更なる広がりを！
北海道算数数学教育会

小学校部会部会長

札幌市立白楊小学校長 藤井俊徳

学習指導要領の趣旨や内容が、実践の積み上げととも

に、徐々に浸透してきているように感じられますが、国

際学力調査や教育課程実施状況調査等の結果を基に、学

力の定着度等にかかわり、様々な立場からの意見が出さ

れると、直接指導に携わっている私たちとしては、不安

に思うことも数多くあるのではないでしょうか。

だからこそ、私たちは、長年に渡って積み上げてきた

学力観・授業観に自信を持ち、これからの時代を生きる

子どもたちに、「生きる力｣を育てる実践活動を、さらに

進め、広げていかなければなりません。算数の指導にお

いて、「確かな学力｣を育てるための授業改善に更に取組

んでいこうではありませんか。

ここでいう「確かな学力」とは、勿論、知識や技能に

加え、口分で課題を見つけ、自ら学び、主体的に判断し、

行動し、よりよく問題を解決する資質や能力なども含め

たものです。従って、思考力、判断力、表現血そして、

学び方や学ぶ意欲をも含めてとらえています。こうした

学力観に立つからこそ、「個別化や個性化｣といわれる課

題とも関連し、子どもの一人一人の能力や適性、技能や

興味・関心等に応じて、一人一人に応じた主体性を育て

ることが求められるのです。

このような指導のめあては、今日の学校教育が期待す

る子どもの理想像と重なり、同時に、これからの学校教

育を構想し､教育の内容や方法などの改善を考える上で、

重要な課題にもなっています。

北数教が副主題に込めた、「共に学ぶ｣「自ら考える力」

「基礎・基本の習得」「問題解決学習」といった視点は、
まさにこうした課題に応えるものだと思います。

きな展望と、課題意識を持ち、日常実践に当たっていく

ことが大切なのです。こうした授業の積み重ねにより、

子どもは勿論、教師□身も大きく成長していくものと確
信しています。

しかし、一方では、研究に積極的に取組めば取組むほ

ど授業は楽しくなくなるとも言われることがあります。

私たちは、このような研究を求めてはいません。算数の

学習が、子どもたちにとって、「楽しく」「わかる」とい
うことが前提です。その・上に立って、個々に対応して問
題解決型の授業を進めようと考えているのです。

現在、算数学習に、ＴＴよる指導、習熟度別指導、課

題別指導等々を取り入れて学習に取組んでいる学校が多
くなってきています。これらについても実践を交流し深
め合いたいものです。

日常実践を支える評価観に！

「確かな学力」を育てる学習は、子ども一人一人の学
習状況を的確に把握されていなければ効果は期待できま

せん。そのためには、子どもの「自己評価能力」を高め

ることも重要な要素となります。子どもか、自分の力の

伸びを正しく見つめることのできる能力を伸ばしていく

指導も大切になるのです。「共に学ぶ｣や｢自ら考える力」
という視点は、「自己評価能力｣を育てることとの関連で

双方にｲlIIばされていくのです｡そのような考えに立つと、
ポートフォリオの評ｲiIIi方法からも学ぶことか多いと思い

ます。一人一人の育ちを捉えて、それぞれの子どもに対
する指導の課題を１１１１確にし、授業途中での反応に的確に
対応できる準備をして授業に当たりたいものです。

日常実践における意識の改革、授業改善を１

北数教の研究の生命は、子ども理解を基盤にした日常

の授業実践です。そのためには、一人一人の子どもの育

ちを捉えつつ、課題を明らかにした取組の継続が是非と

も必要です。「共に学ぶ」「自ら考える力」「基礎･基本の

習得」「問題解決学習｣といった視点それぞれにかかわっ

て、教師白身か、一人一人の子どもの育ちについての大

このような実践を確かめ合ったり、指導の方法につい

て交流し合ったりする場の一つに、「北数教｣の存在があ
るのです。従って、ここでは、常に、実践を通して検証

し、更に再構築していく研究姿勢が厳しく求められるの

です。第60回の記念すべき本研究大会において、全体を通
して、子どもの姿を基盤にした真剣な論議・学び合いを
大いに期待したいものです。
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豊力､な心を育てる算数教育Ｌ
～共に学び、自ら考える力を育む問題解決学習の創造～
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【研究主題】

【研究副主題】
'１、

この副主題は、これからの算数教育の重要な課題を全

て網羅したものであり、今後も、ここに盛り込まれた４

点は、何らゆらぐものではありません。

Ｉ、研究主題に込めたもの

本会では、研究主題を「豊かな心を育てる算数教育」

とし、研究を進めてまいりました。今年度は３か年研究

の３年目になります。具体的には、数理を追求する活動

を通して、次のような「閨かな心」を培おうと考えます。

①活動の楽しさや数理や図形のしくみの規則性や論

理性、明確さなどを美しいと素直に感じる心

②見通しをもち、筋道立てて考え、処理していく過

に程で、「簡潔、明瞭｣、「統合、発展｣を求め続ける

心

③子ども自身が自らの力で学んだことを生かし、仲

間と積極的に交流しながら､認め合ったり、高め合っ

たりする心

そして、算数教育を通して、どんな豊かさ(生きる力）

を培うのかをさらに大きな視野でjmLつめ、次のようにお

さえました。

○算数を学ぶ楽しさやよさを感じる

→考える習慣を身につけること

○新しいことを発見したり、創ったりする

－未知な対象への追究の仕方を身につけること

○自ら考え、仲間と共に解決していく

－明確な根拠をもちながら、情報を伝達し合う

こと

②自ら考える力

④問題解決学習

①共に学ぶ

③基礎・基本の習得

しかし、「自ら考える力や基礎･J1L本の習得」と並列標

記していることで、この２つが別ものであるかのような

受け取り方か生じてしまいます。わたしたちは、基礎・

基本も自ら考える力に含まれるととらえていますので、

「基礎・基本の習得をめざす」という文言を副主題から

除き、「自ら考える力を育む｣として、くくることにしま

した。

ただ、基礎・」f本の習得を軽視するということではあ

りません。今次教育課程改訂の重要課題であることには

変わりはなく、今後も正面から取り組んでいきたいと考

えています。

３．「自ら考える力」と「基礎・基本」の関連

「ｐら考える力」を「活動する力」と具体化して考え、

さらに、「活動｣を自らの問いを解決するために、未知な

対象にはたらきかけていく過程とおさえたときに、基

礎・基本は「活動する力を支えるもの」としてとらえる

ことができます。つまり、狭義に「知識・理解」だけを

基礎・基本とするのではなく、内容としての基礎・唯本、

方法としての基礎・基本というように広く考えているの

です。

わたしたちは、基礎・基本の習得と、「何のために｣、

を｣、「どのように」を明確にした算数的活動を通した内

容知（指導内容、知識・技能、数学的な考え方）と方法

知（問い、見通し、表現、判断、学びの意識）の育成と

をサイクルとしてつなげて考えています。

11．副羊頴設定の理由

１．研究副主題設定にあたって

前次までの研究の成果と、問題解決の現状や問題点を

整理しながら、今後の研究の指針を得るために学習指導

「何要領の目標の分析をおこないました。

その結果、これからの算数教育においては、次のこと

が重要な課題になると認識できます。

Ⅲ研究を深めるにあたって

１．地区・支部研究の充実をめざして

３か年研究にあたっては、研究主題･副主題とともに、

算数教育における不易な課題と今ロ的な課題も提示して

おります。これは、各地区・支部で研究を進めていただ

くにあたって、それらの骨子、課題を参考に、それぞれ

の地区・支部の実態に合わせた研究内容を構想し、主体

的・積極的に実践・検証しやすいようにと考えたもので

す。

２．算数における課題

①総合的な学習の時間等と算数

・算数と総合的な学習の時間を関連づける授業構成

・算数の学習を深めたり、発展させたりする授業構

成

②少人数指導（Ｔ・Ｔ）を算数に生かす

子どもが主体的に算数的な活動にかかわり、問題

解決の学習を進めながら、「自ら考える力｣の育成を

めざす指導のあり方

これをもとに、研究副主題を見直し、これからの算数

教育を見据え、より焦点化しながら、一昨年度から３年
間の研究刷り主題を次のように設定しました。

題解決学習の僧

２．研究副字題に込めたもの

前次までは、研究副主題を「共に学び、自ら考える力

や基礎・雄本の習得をめざす問題解決学習の創造」とし

てきました。
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・子どもの学びか豊かになることをねらって⑧共に学ぶ楽しさの実感
・問題別、課題別、些礎的・雌本的内容と発展的内・自分たちで何をどのように学習していくのかを明
容等確にする

③感覚を豊かに………数、量、図形⑨算数ぎらいが増加……算数好きな子へ！
・場の保障により、十分な経験を・子どもが自ら選び、決定する場面を数多く設定す
・身の回りの物、子どもの疑問、感覚のよさる

④わかっているようで……数学的な考え方⑩先生の指導で子どもの学びは変わる
・内容面と思考面に分けて.教えることと、考えさせることを明らかにする

⑤算数的な活動で大切にすることは？・子どもが「どこで何を覚え、考えるか」が自覚で
・問題解決力・思考力・判断力の育成きる授業を

⑥発展学習をどのように構成するか

・学習内容の基礎的・基本的な内容との関連をlﾘ]ら以上のものは、会貝相互の授業による実践研究によっ
かにし、子どもｎら発展させていけるような指導て道を開いていく課題です。今後も具体的な課題を明ら
の工夫かにしながら、研究を深めていくことが大切です。そし

⑦子どもの学びを評価するて、各地区･支部の実践･検証を、本部研究部が集約し、
・できた、できないの結果論から、考える過稗重視北海道の算数教育の実状と成果・課題を明確にしていき
へたし､と考えています。
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以上の研究内容が､札幌市立二条小学校を会場とした今年度の札幌大会で､具現化されるよう取り組んでまいり
たいと思います。また、会員のみなさまの実践や考え方を、ぜひ､研究部にお寄せいただくようお願いいたします。
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…私と算数教育iＪ

身近な生活の中の算数に着目させる
～「あまりのあるわり算」の作間指導を通して～

胆振支部

苫小牧市立泉野小学校

中谷善弘

３．授業の実際

（１）本時の目標

○作間をとおして、あまりのあるわり算についての

理解を深める．

（２）本時の展開

１．はじめに

算数科指導の目標のひとつとして「日常生活に必要な
数量的な関係を正しく理解し処理する能力を養うこと」
があげられる。

私は、日々の算数指導の中で、子ども達の身のFill)に
は算数的事象が数多くあること、そして算数を学ぶこと
により、それらを数理的､合理的に処理することができ、
よりよく生活できることを理解させたいと考えている。
そのことが、兇通しをもち筋道立てて物事を考える能力
を育て、変化に富んだ社会をたくましく生き抜く力に発
展すると考える。

そこで、今回３年生の「あまりのあるわり算」の単元

を指導するにあたり、作間を中心とする授業を試みた。
－人ひとりの子ども達が自ら問題場面を考え、作間する
ことか主体的に授業に参加し、学んだことを進んで生活
に生かそうとする態度が育つと考えた。

２．除法の作間指導について

除法については、前単元の「わり算」で包含除と等分
除の窓味をおはじきを使い、算数的活動を通して指導し
た。子ども達が生活する中では、わり算を使う場合が多
く、また割')切れる場合よりもむしるわI〕切れない場合
の方が多い。

本単元では、あまりのあるわり算について具体的場面
を取り上げ、あまりのないわり算との異同を考えながら

学習を進めた。そして、学習のまとめとして、身の回り
の生活の中で使われている包含除と等分除の問題をそれ

ぞれ作間させた。

すぐには、うまく問題を作れないので、下記のような
手順で作間指導を進めた。

○「～個ずつ袋（箱）に入れると～」（包含除）
「～を同じ数ずつ配ると一人分は～」（等分除）などと
作間で使う言葉を指導した。

楠〕》 ﾂﾅ錐"伯Lが４０才ｿエ

重正J可⑫きあまりを初．＿

式４０ぞ6二6城リキ

答えく蝿あ造り４，＞
式１６÷lﾗﾆｦ猿ｿ１

答えくヲかご雑り1Ｗf＞

音色いりポツが､６０ｃｍホリまり．
｢1人で同じ長さに勺,ﾅま可．

ユ人分は何cm,でL■う．

莚伺こあ韮1鐘nｈ－－○「１５÷４の問題を作ろう」などと、使う数値を同じ
にし、指導した。

式２６十拒ｂあまりユ

答え＜1Mｹは仁で蝿U莚
式６０÷、二，Ａま')４

答えく１人分は80,171.＞
虫余りA+c1n○言葉も数値も自由にし包含除や等分除の問題づくり

に取り組ませた。
４．おわりに

○作間を通して、わり算の包含除と等分除の意味をさら
に深く理解させることがげきた。

○あまりのあるわり算では、わり算とひき算の計算が求

められる。これからも、数の意１床を正しく理解させる

ことと速く正確に答えを出す計算力の指導をバランス

よく行っていくことが必要である。

○わり算に限らず、算数教育全般で、身近な事象を数理

的に適切に処理する能力を育てていきたい。

子ども達は大人が考える以上に、わり算が使われる具
体的な場面を想起し、問題作りに取り組んだ。そのバラ

エティーに富んだ問題の数々には、驚かされた。改めて
子ども達の身の回りには、算数的な事象が数多く存在し
ていることを認識した。

指導の中では「あまり」はいつもわる数よ')小さくな
ることやあまりを端数とせずに商にlをたして処理する

場合なども具体的な場面を通して取り上げ指導した。

学習活動 牧師の側Ｓがけ・支援 倒立点

つ

か

tＪ

1゜わり算トレーニングをする｡

2．既習学習Ikl密の尿趨する｡

３．本時の課■ぜとj，える｡

｢あまりのあるわり算のIHI)四をつくろう」

○わり算の答えを素早く画えるよう

に練習する。

O1Iil時との連L､を砿HBする｡

半時l」破除nkと除数を白｡､途で者

える．

C木時の課題をし万かり理1Wする．

･わり耳ﾄﾚｰ

ニング及冊派

･本NPm課H2

を捉示

見
通
す

I．あまりのあるわり算のⅡⅡ■の文示につ
'.､て確かめる。

ｏ包含隙、守分隊のMn四を｣uL､出各

せる．

，２つのlIllHU

を提,尻

解
決
１
６

5．あょリグ〕あるｵﾌﾘ卯のIlli圏もつ《ら･

6．辺ぱ｣した1人が.１頁ja弘仁lMlm・式.
杵えを解く．

7.4人のuUHuが包含除か等分除か徳かめ

ろ。

H‘みんなで4人のMM胆を解く｡

Ｏ包含除、等分蹄の２粒翅のHRI皿を

つ（らせる。

Ｏう哀（問四をつくれなし､子への個

別棺邸する。

０４人に模温[戦への密8万を棺郷す

るｓ

ｏつくった''''四を友達と確力･の会う⑭

Ｏ包含膝と等分絵の逸､､を館かめる，

Ｏう上《解けない子へ例MH捕導すら

`用Htを1hＪ布

・４人の|Ⅲ皿

を提爪

･用IHGを1m布

上
と
ぬ
る

9．みんなで回杵L会う.

○降段とあまりの関係そだLかめる．

Ｏ答えの宵さ方につ'．､て確かめる。

Ｏ確かめの式を｣iL式し､答えが正し0,か

雛配する。

10.キロの学刊のまとめと次時予告
『87ページまとめ･ＩＨＩ習lIll皿」

○あ当りはhit数より大き《Ｚｒらなし､

二とを鮫魁する。

ＯｌＵＩ■に合った答えの宙９万か破浬

すら．

○確かめの式「除数ｘ商+あまり=

捻畦薮」を随彫する。
Ｏ今Uの学習をふり巡りながら次時

への学習通欲を高める。


















